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適合の申告 
 
以下に従うことにより、この申告に適合します。                    
89/336/EEC 電磁適合性指示は、92/31EEC と 93/68EEC によって改正された。 
 
これによりカバーされる商品                             

イコライザータイプ            製品名 
デュアル パラメトリック エコライザー  DN4000 
 
下記に従うことによって、これは申告に適合します。                  
上記製品、及びその変形は、上記ＥＵ指導による下記の基準に従うものであります。 
EN 50081-1 （EN 5022 クラスＢ） 
EN 50082-1 （IEC801 パート２, 4/ENV50140/50141） 
 
署名  Ｎ．Ｇ Ｔｅｍｂｅ  
権限  技術上長 
日付  1997 年 4 月 4 日 
 
注意! 
指定業者、購買者、施工者、及び使用者は上記指示者に従って、サービスを受けるときは、

特別の使用制限を守らなければなりません。これらの特別使用方法と制限の詳細は、必要

に応じて発行できます。そして、それらはこの製品マニュアルに含まれております。 
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注意！ 
 
ケーブル： 
 
この製品は、先端にメタルの３ピン ＸＬＲコネクターの付けた、高品質シールドタイプの

2 芯以上のケーブルのみを使用してください。そのケーブルのシールドはピン１に接続して

下さい。他のタイプのケーブルまたは可聴信号の配置での電磁干渉によって性能を落とす

ことが有り得ます。 
 
電界： 
 
この製品は、万一、可聴周波信号（20Hz~20KHz）により、振幅変調された電磁界内で使

用された時、信号とノイズの比率は低下します。60dB まで下がった変調信号は極限の状態

（3V/m､90%変調）以下になってしまいます。 
 
常設の損害、もしくは性能の悪化は、これらの状況によっておこるものではありません。 
 
リチウムバッテリー： 
 
警告！ 
もしバッテリーが間違って交換されると破裂する危険ありますので、同じもの、もしくは

製造元によって推薦された同等タイプのもののみ交換するようにしてください。使用済み

のバッテリーは製造元の指示によって廃棄して下さい。 
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KLARK TEKNIK DN4000 DUAL PARAMETRIC EQUALISER WITH DELAY        

このような精密電気製品の性能を最大限活用するには、これらの説明書を注意深く考察し

てください。DN4000 の設置や操作は難しいものではありません。しかし、操作方法や接

続方法に慣れれば、より自在な操作ができるようになるでしょう。 
 
箱を開けて取り出したら：                             
すべての包装材料を保存してください。－中身の製品を輸送する時、または出荷するとき

必要になります。 
輸送途中に起こった損害がないか注意深く調べてください。製品は厳重な品質検査を行っ

た後、包装される前にテストを行い、完全は状態で工場から出荷されています。 
もし、何か損害を見つけたら、ただちに輸送会社に連絡してください。輸送途中におきた

損害賠償は、荷受人であるあなただけが、輸送会社に請求することができます。 
もし必要であれば、供給元、または最後の手段としてλ αβχの輸入業社に連絡すれば、全て

において協力をいたします。 
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はじめに                                                                          
レコーディング、放送、設備、ライブサウンド分野での多様なニーズに応えるために、デ

ザインされた、KLARK TEKNIK DN4000 Dual Parametric Equaliser with Delay は、 
高品質、デュアルチャンネル、５-バンド パラメトリック イコライザーで、簡単な操作方

法でＤＳＰ性能の水準を合わせもったものです。各チャンネルにはプログラム化可能なロ

ー/ハイ-パスフィルター、ロー/ハイ-セルフフィルター、及び５バンドのフルパラメトリッ

クＥＱに加えたディレイラインが備えられています。非常に明るく、はっきりしたコント

ラストのＬＣＤディスプレーパネルは、フィルターセクションスイッチに組み合わされ、

ロータリーエンコーダーは３つ備えています。それらはプログラム可能な製品の中では、

今までにない簡単な操作を可能にしてくれます。高分解の２０ビット デジタル コンバー

ジョン システムは、前例のない動作レンジ 112dB（20Hz~20KHz、 重荷を負わされてい

ない）を提供します。 
 
各チャンネルに含まれているディレイラインは、最高ディレイタイムは３４０ｍＳ、２つ

の分かれたデジタルディレイの必要度を超え、通常の環境下でのシグナルチェーン内のオ

ーディオ品質への要素を制限するものであります。さらに、オプショナルの AES/EBU 型

デジタル オーディオ インターフェースが適合可能になっています。 
 
インプットとアウトプットはＸＬＲコネクターで完全なバランスになっています、アース

はピン１に繋がっています。なぜなら、そのシステムは完全にグランドから浮いており、

インプット、アウトプットコネクターは、ピン２もしくはピン３のどちらが、ホットであ

るか決まっていない機器と接続するかが決まっていないからです。インプットとアウトプ

ットのアイソレーショントランスフォーマーは、オプションで用意しています。 
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重要事項                                      
設置： 
ユニットは、工場で 90~250V （50-60Hz）仕様に設定されています。 
電源接続は、IEC 基準、電源ソケットによって作られています。 
 
DN4000 は、高さ２Ｕで１９インチ ラックに実装された、固定、移動設備双方に使用する

ようにデザインされています。移動の状況下では、無造作に扱われる可能性がありますが、

フロントパネルに起こる過度の圧力を防ぐために、ユニットの後ろの面を補助することを

お薦めします。またそのユニットが十分に換気されていることを確認してください。そし

て、パワーアンプのような熱くなる製品やコンソールの電源上に、直接置かない様に確認

してください。 
 
ケーブル： 
この製品は、先端にメタルの３ピン ＸＬＲコネクターの付けた、高品質シールドタイプの

2 芯以上のケーブルのみを使用してください。そのケーブルのシールドはピン１に接続して

下さい。他のタイプのケーブルまたは可聴信号の配置での電磁干渉によって性能を落とす

ことが有り得ます。 
 
保護： 

警告： 電気ショック、又は火災による危険を減らすために、カバー

は取り外さないで下さい。内部にユーザー自身が修理できる

パーツは一切ありません。 
 

雨、または湿気のある場所へ、露出して置かないで下さい。 

修理に関しては、能力のある技術者が行ってください。 
 

注意：  アースを必ずつけること 
 
もし、ユニットが、外から暖房のきいた部屋に移らせた時のように、激しい気温の変動を

受けると、結露状態が生じます。ユニットが部屋の温度に到達するまでスイッチを入れな

いで下さい。 
ユニット内部には、メモリー、及びスイッチを切ったときのセッティングを維持するため

のバッテリーがあります。バッテリーの寿命は５年です。もし“Service required, change 
internal battery"のメッセージが表示されたら、λ αβχサービスセンターに連絡してくださ

い。 
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前後パネル                                                                       

 
前面パネル                                     
ディスプレー 
ＬＣＤディスプレーはグラフィック面が大きく、左側に４つのメニュースイッチの名称が

付くという特徴があります。主要グラフィック面は２つに当分に分かれております。この

ことは、チャンネルＡとＢの２本のイコライゼェーションカーブ、または選定したチャン

ネルのイコライゼェーションカーブや、選定したフィルターの独自のイコライゼェーショ

ンカーブを表示することを可能にします。それらの表示は‘Ａ＆Ｂ’や‘1ch’というよう

に、それぞれ表示することができます。 
 
数値の表示 
２×７セグメントＬＥＤ数値表示は、リコールした最後のメモリーナンバーを表示します。 
 
メニュースイッチ 
メニュースイッチは、メモリー保存やリコールなどのような、多様なファンクションを選

定するのを可能にします。 
 
ロータリーエンコーダー 
３つのロータリーエンコーダーは、選んだファンクションやパラメーターと連続して調整

が行えます。主に、エンコーダーは‘FREQ’、‘Q’、‘LEVEL’とラベルがはられており、

パラメトリック フィルター セクションの調整に使用します。 
 
バイパススイッチ 
このスイッチは、フィルターを選んでいる時を除いて、ユニットのバイパスソフトウェア

を動かしたり、止めたりします。もしフィルターを選んでいたなら、フィルタースイッチ

を押したまま、BYPASS スイッチは、そのフィルターだけをバイパスにします。フィルタ

ーをどれも選ばないで、BYPASS スイッチを押し続けると、すべてのフィルターがデフォ

ルト値（フラット）になります。リセットするまで待ってください。フィルターを選んで

BYPASS スイッチを押し続けると、選んだフィルターだけがデフォルト値（フラット）に

なります。リセットするまで待って下さい。待っている途中に BYPASS スイッチから離し

てしまうと、この作業は中断されます。 
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フィルターセレクションスイッチ 
１１個のスイッチから成る二つのグループがあります。一つのグループが各チャンネルで

す。それらのグループはフィルターを選ぶために使われ、また調整機能（一回押す）があ

り、フィルターを回路のインとアウトに転換します（二回押す）。それらは又、ASCII の

SAVE と PASSWORD モードに入った時にも使用します。 
 
ヘッドルーム 表示 
それらは、信号パッチを通して、様々なポイントでのレベルを連続的に検知しています。

それらは、アナログからデジタルコンバーターセクションにクリッピングする前に、ヘッ

ドルームの値を表示します。ＬＥＤのクリップはまた、ＤＳＰ内のクリッピングを警告し

ます。 
 
電源スイッチ 
このスイッチはユニットの電源のＯＮ／ＯＦＦに使われます。ユニットがオフになったと

き、安全装置バイパスがオーディオインプットからアウトプットへ直接信号ルートを切り

替えます。 
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後方パネル                                     
 
電源ソケット 
ユニットは 90~250V、50~60Hz で動くようにデザインされています。ユニットは、アース

をなるべく繋いでください。 
 
アウトプットＡとＢ XLR ソケット 
それらは電圧と電流で電気的バランスがとられている。（電子バランス） 
 
インプットＡとＢ XLR ソケット 
電気的バランスがとられている。（電子バランス） 
 
MIDI イン、アウト、及び THRU 
ＭＩＤＩコントロール用の基準の５ピン DIN MIDI ソケット 
 
DN60/6000 ポート 
今後のソフトウェアのアップグレードは、KLARK TEKNIK DN6000 オーディオアナライ

ザーの集成による自動イコライゼーション機構をサポートします。 
 
カバープレート 
DN4000 は、イコライゼーションや完璧なデジタル シグナル チェーンに利用できる進歩

したデジタル コンバージョン システムを作る、AES/EBU デジタル オーディオ インター

フェース カードを受け入れる準備ができております。 
DN4000 は又、KLARK TEKNIK 社が開発した、様々なリモート コントロール インター

フェースを受け入れられます。 
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DN4000 を動かし初めたら                             
EQ、GAIN、DELAY の調整 
調整用のＥＱフィルターを選ぶために、ディスプレー下方の特定のフィルター選定スイッ

チを押します。ＬＥＤスイッチが点滅し始め、そしてディスプレーが、フィルターの様々

なパラメ－ターを表示します。 
 
ロータリーエンコーダーを使って、フィルターを調整します。パラメーターフィルターで

は（一番下の列のスイッチ）、Frequency，Ｑと Level にアクセスし、ハイ、及びローパス

フィルターでは Frequency と Slope へアクセスし、ロー、及びハイセルフフィルターでは、

Frequency と Level にアクセスする。 
フィルターパラメーターと周波数レスポンスのカーブはリアルタイムで変わります。 
ディスプレーの左端の“ＭＯＤＥ”スイッチを押し、２つのディスプレーモードにアクセ

スします。‘Ａ＆Ｂ’モードでは、チャンネルＡとＢの周波数レスポンスを並べて見ること

ができます。‘1Channel’モードでは、選んだチャンネルの周波数を隣の画面で選んだフィ

ルターだけのそれぞれの周波数レスポンスを見る事ができます。 
調整した後、又は調整中でも、特定のフィルタースイッチを押し、Bypass スイッチを押し

続けると、フラット状態へフィルターをリセットすることができます。特定のフィルター

スイッチを２回押すことによって、フィルターを通すか、回路から外すことができます。 
Delay を選んだなら、左側のエンコーダーでチャンネルＡのディレイが調整でき、右側のエ

ンコーダーでチャンネルＢのディレイを調整できます。または、真中のエンコーダーを使

えば、両方のチャンネルのディレイを一緒に調整できます。もし Delay を選んでいるなら、

４番目のソフトスイッチを使ってユニットのディレイ単位を変えることができます。 
 
メモリーにセッティングを保存する 
ソフトスイッチ‘Memory’を押します。次にソフトスイッチ‘Save’を押します。ディ

スプレーがメモリー内に古い名前を示します。しばらくすると、数値のＬＥＤがメモリー

番号を示します。またディスプレーは３つのエンコーダーの様々なファンクションを示し

ます。３つとはメモリー番号（MEM NO），カーソルムーブ（＜ ＞）とキャラクター変更

（CHAR）です。ディスプレーはまた、フィルターセレクトスイッチと関連した ASCII キ

ャラクターを示します。 
望んだメモリーの場所を選ぶためにメモリー番号エンコーダーを回転させます。もし、望

みなら、カーソルエンコーダー、キャラクターエンコーダー、フィルターセレクトスイッ

チ、及び“Shift”ソフトスイッチを使うことによって、メモリー場所の名前を替える事が

できます。 
注意： ‘Exit’ソフトスイッチを押せばいつでも保存をキャンセルすることができます。 
保存を確実にするには‘Save’を押します。 



 11

メモリーを呼び返す                                
‘Memory’ソフトスイッチを押します。ディスプレーがメモリー場所名とチャンネルＡと

Ｂの周波数レスポンスカーブを示し、しばらくすると数値ＬＥＤがメモリー番号を示しま

す。リコールのための名称と番号によるメモリーを選ぶにはロータリーエンコーダーを使

います。 
注意： ‘Exit’ソフトスイッチを押せばいつでもリコールをキャンセルできます。 
リコールを確実にするために‘Recall’ソフトスイッチを押します。それから新しいセッテ

ィングが本体動作のメモリーに入ります。 
 
認可のないアクセスを防ぐために 
‘Memory’ソフトスイッチを押します。そして‘Lock’ソフトスイッチを押します。そ

うすると、‘Exit’と同時に、‘Full’と‘Partial’のオプションが与えられます。 
Full Lock はユニットのいかなる調整も防御します。Full ソフトスイッチを押します。そし

て望むなら、エンコーダーと、フィルターセクションスイッチを使用するのにパスワード

を入れられます。 
注意！！ もしパスワードを忘れたら、ユニットのロックを解除できなくなります！！ 
Exit ソフトスイッチを押す事によって、いつでもロック手順をキャンセルできます。ロッ

ク手順を完成するには Full スイッチを再度押します。 
Partial Lock はメモリーリコールにのみ適用されます。全て他のファンクションは、Bypass
スイッチを除き、アクセス不能になります。Partial ソフトスイッチを押します。そして、

もし望むなら、エンコーダーとフィルターセレクションスイッチを使うことによって、パ

スワードを入れられます。 
注意！！もしパスワードを忘れたら、ユニットのロックを解除できなくなります！！ 
Exit ソフトスイッチを押す事によって、いつでもロック手順をキャンセルできます。ロッ

ク手順を完全にするためには Partial スイッチを再度押します。 
ユニットのロックを解除するには、Unlock ソフトスイッチを押します。これはユニットが

ロックされた時のみ表示されます。ロータリーエンコーダーとフィルターセクションを経

由して、パスワードを入れるオプションが与えられます。もしあればパスワードを入れま

す。そして Unlock を押します。 
 
ステレオ操作用にチャンネルとフィルターを連結する 
個々のフィルターをペアに連結でき、それらを一緒に調整できます。どのパラメーターも

調整すれば、自動的に一つからもう一方へコピーされ、マスターチャンネルは最初に押さ

れた方です。（そして押されます）。 
一つのフィルターのセレクションスイッチを押して続けます。スイッチを押さえている間、

他のチャンネルの同じフィルターのセレクションスイッチを押します。そしてフィルター

が連結します。ロータリーエンコーダーか、Ｂｙｐａｓｓスイッチによる、いかなる調整

も両方に作用します。 
もし、別のフィルターが選ばれるか、現在のフィルターがセレクトから外れれば、この連

結はキャンセルされます。 
ステレオ操作用に Channel ＡとＢも連結できます。‘Mode’ソフトスイッチを押します。

そして“Link：On”を選びます。一つのチャンネルに作られる、いかなる変更も自動的に

他のチャンネルにコピーされます。この連結をキャンセルするには、“mode”スイッチを押

し“Link：Off”を押すだけでできます。 
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MIDI 操作 
MIDI ソフトスイッチを押します。 
 
調整、または MIDI トランスミットセッティングを見る： ユニットがプログラムの変更の

みを送信するか、何も送信してないか選定するには、右側のロータリーエンコーダーを使

います。送信チャンネルを選ぶには、中央のロータリーエンコーダーを使います。 
注意： Exit ソフトスイッチを押す事によって、変更はキャンセルできます。 
変更を確実にするには、MIDI TX を押します。 
 
調整、または MIDI 受信セッティング： MIDI RX ソフトスイッチを押します。ユニット

がプログラム変更のみを受信するか、何も受信してないかどうかセレクトするには、右側

のロータリーエンコーダーを使います。 
OMNI モードを含んだ、すべてのチャンネルが受信される受信用のチャンネルを選ぶには、

真中のロータリーエンコーダーを使います。 
注意： Exit ソフトスイッチを押す事により、いつでも変更をキャンセルできます。 
変更を確実にするには MIDI RX ソフトスイッチを押します。 
 
Midi Bulk Dump 
Midi Bulk Dump を送るには、“Bulk Dump”ソフトスイッチを押します。それから受信デ

バイスを用意します。 
ダンプを始めるには、“Bulk Dump”を再び押します。DN4000 はシングル Midi システム 
エクスクルーシブ メッセージ内の全てのメモリーの全てのセッティングを伝送できます。 
DN4000 はＭｉｄｉ インプットを経由していつでも、Bulk Dump を受信できます。 
セットアップは必要ありません。 
 
ディスプレー調整 
Utilities ソフトスイッチを押します。Grid ソフトスイッチを押すことによって、グラフィ

ックディスプレー上の水平グリッド線ができたり、できなかったりします。Scale ソフトス

イッチを押せば、グラフィックディスプレー上に周波数目盛りができたり、できなかった

りします。 
ディスプレーの明るさやコントラストを調整するには、LCD ソフトスイッチを押します。

明るさ調整には左側のエンコーダーを使い、コントラスト（Ｖｉｅｗアングル）調整には

真中のエンコーダーを使います。そして、ディスプレイの色（暗－明）は右側のエンコー

ダーを押します。ディスプレーの調整メニューから離れるには、Exit ソフトスイッチを押

します。 
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